
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 理科 ポイント 名前

気象の計算 月 日

まとめ 気象の計算 天気の変化(しつ度・ろ点) 標準

① 湿度(しつど)＝ふくまれる量÷ほう和水じょう気量×100　② 露点(ろてん)＝ふくまれる量がほう
和水じょう気量とちょうど等しくなる温度　③ のぼる空気は100mで1℃下がる

例

(1) しつ度とろ点

しつ度(%)＝ふくまれる量÷ほう和水じょ

う気量×100

ろ点…ふくまれる量と同じほう和水じょう

気量になる温度(表から読む)

水てきの量＝ふくまれる量－冷やした温

度のほう和水じょう気量

気温
(℃) 4 10 15 20

ほう和
水じょ
う気量
(g/m³)

6.4 9.4 12.8 17.3

気温15℃、しつ度50% → ふくまれる量 12.8×0.5

＝6.4g → ろ点は4℃

気温20℃で9.4gの空気を4℃まで冷やす → 9.4－

6.4＝3.0gが水てき

表にない温度でろ点を求める問題は出ない。ふくまれる量

が表の値になっているかを確かめる

(2) 雲ができる高さ・山をこえる空気

雲ができはじめる高さ(m)＝(気温－ろ

点)×100

雲ができる前は100mで1℃、雲の中は

100mで0.5℃下がる

ふきおりる空気は100mで1℃上がる

場所 高さ 気温 変化

ふもと
(ろ点
15℃)

0m 20℃

雲ができ
る 500m 15℃ 5℃下

がる

山ちょう 1500m 10℃ 5℃下
がる

反対のふ
もと 0m 25℃ 15℃

上がる

風下のふもとが風上よりあたたかいのは、雲ができている

間は100mで0.5℃しか下がらず、ふきおりるときは雲が

消えて100mで1℃上がるから
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